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全体のあらましを解脱的に山べた。そのために，科学的には聖
や厳斑を欠く表現と逓俗的な説明とをした部分が少なくない。 ．?
t
　定職24年（1949）の秋から冬にかけて，国立国語研究駈は統計数理研究所および
測騨研究所と共同で，鵬馳淋郭よぴβ髄の鮒において激語髄を行っ
た。この調査の贈勺潔，祇会生活の合理化をはばむ憲語生活上の諸条件を閉らかに
することであった。したがって，この調査は言語の溝造的分析よりもむしろ雷語祉
会における鷺語め外駒条件に関する調査として計画された。
　　調査は六つの謀題について行ったが，この報皆で取り貝ヂたのは，その弓ちのご
　　つの課題についてである。
　　　この二つの課題のう．ちの一一一・つは，Pteeに，ある地域社会に鞍いて共通語を話す入
　　をふやすのに障害となっている文化的（ア’sリカの文化人類学における　culturaI
　　の意味で，田本語の「交化的」，「縫会酌」より広い意味で用いる）条件は何である
　　が，ま売，共通語がどうい5面で話されにくいかということ｝こついてで凄．る。
　　　ここで断っておかなければならないのは，この報告書では「共通語」という循語
　　を，方書と対立し，標準語とは次元を異にする概念として佼っていることである。
　　つまり，共涌語は，だ応：全圏どこででも通ずることばであり，：方書は，全国どこで
　　で亀瀬ずるとは雷えないことばであると考え，これに対して，標準語は，鵬として
　　制定される，規範的な剰語であると考えたことである。
　　　この報告書で述べたもう一つの課題は，ある㈱人が一日のうちに，どういうこと
　　ばを，どのくらい，どのよ弓に使っているかとい5ことであって，これによって，
ズ　雪語生活に署する謂閥題のありかを闘らかにしょうとした。
　　　第1の諜題は要約して「地細縫会における方言と誤≒通語」と題したが，この課題
　　について答えるために．，次のような計幽を立てた。すなわち，・・一一一iJEの調；葭項鷺を，
　　なや皆≦．多二a，＿磁三三皇＿ゑゑ二：鑓』≧～〉し蚤なへ！㌃2乱江麗≦盗ということである。
　　　一・IEの調査項にiとは，1臼河市の方鷺葡待徴と個入の交イヒ酌条件とであって，これ
　　を一一・1　Eの澗鯉｛に盛り込んだ。採1油砂方言的持徴として取り上げたのは，膏韻に
　　関する5種類の特徴と難の交法酌語いとである。文化的条件として寂り上げたの
　　．は，共逸語を話すことをはばむ，または，共逓語を話すことを進めると考えられる
?
tse　’
t’
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　、威　　　　　　　　　　　　　　　》
　　　　牲，年齢，学歴，職業，階罵，海霧地域，’父母の出身地，本人の生育地，．行き来
　　　　’（雄徳，薪聞・ラジオの利用度，社会駒態度，共通語1こ対する態度・意識　である。
　　　　　このような方灘勺纈拠文化唐楓件ζα麹塵郵ザること蛍こよって・縫語を趨7
　　　　　藍≧をはばむ，または，粟速語壷話す並ζ匙灘φる文化的灸件が侮である撫鷺蝶し
a・@　　求鹸鍵。
　　　　　igb！
　　　　　　次に，．、なる器く．多メρ，L’がも，ttなるづ丈駐1う駐そ潅人にr）昆二三調ヒざる豊趨墜一
　　　　畿計数理㊧考えに無・てU庭髄曝全体紅勇いろな轟窪暫く代表すゑ3並逆
　　　　　わば烹ゴ〉の「ひながた」を滋養こ⊆・しまのひながたによ、って響られる簿識ウ・句豊凶：重
　　　　　全体の様子を推測するという方法を採った。こうい5方法を採っ漣由（S，調査に
　　　　　使える時論，費用，調査員の数などに側限があるためと，皐く結果を得る（したが
　　　　　って，岡様な調査をく1）返していっそう確実な知識を得る）ためである。昊際には，
　　SUt　ボ肖河市畏のほぼ完全な名簿，すなわち配給台帳をもとにして，約2万人の白河驚畏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糠　　　　　（大沼を除く。15歳から69歳までの男：女）からまず2，000人を作為を筋えない
　　　　　ように．喜入目かごとに，抜き，その2，000入をあらかじめわかっている：文化的条件
　　　　・一一性，年齢，職業，艦住地城一によっていくつかの紐に分け，それぞれの紐か
　　　　　ら，その組に鴎する人数の鰯合にしたがって500人を選んだ。500入というのは，
　　　　・いろいろな鋼隈のもとで，これ以上は調べられないという入数である。
　　　　　　こうして偲た500人を，二つの文化的乗件，すなわち性，年齢について分類し，
　　　　　これを隠勢調査などでわかっている白河市民全依の様子（劇合を示す数字）と比べ
　　　　　てみると，両者はかなりよく・’一’ixvする。また，この500人によって白河市全体のか
　　　　、なり細かいところまで推測できることが調査の結果から証関される。つまり，500
　　　　　入は非常に上予に作られたひながたであることが保証ざれた。しかし，実際の調査
　　　　　にあたってどうしても調べることのできない潔が5％幾た。これは結果にある片審
　　　　　のをもたらすわけであるが，この灘慶の片寄りは大づかみにものを見る立場からは
　　　　t　許されて良いと患う。
　　　　　　ところで，調査の結果について述べる誘に，白河市および附近の農村がどういう
@　　　歓会朗背景および雷語的背景のもとにあるかとい5ことを考察した。白河市は槍傷
S　　　朗に見ると，18世紀の後単にできあがっノこ城下町の規摸と性霊とが懐疑玄で毒し
　　　1　　　　　た変化も見せずに続いていることが注爲される。また，白河市は附近の農村’の経済
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扇　　　　四葬1曝心であるが，それはまった：く地方的な段階にとどまっている。さらに，白河甫
　33G　’
は利害共同圏および交通の点から晃て，麗東と東北との接合点であると認められる6，，
　附近の村として選ばれた金出村と五箇村とほ，亙に，後会構造および言語の点で・
著しい差を泳してはいないが，二つの村と白河市との開には雷語鰍こかなり著しい
差が認められる。
　次に．，言語酌背景として白河市方言の音韻的特微を考察すると，次の点が注口ざ
れた。すなわち，棄京などでそれだけで鷺節を作る「イ」，「エ」が白河布で｛‡「イ」、
でもない，「…」でもない，別の一つの膏であること（たとえば「息」も「駅」．
〔6麺〕のように発膏される），有声の母膏にはさまれる無声の破裂音および磯擦目が1
白河市で有声化していること（たとえば，「箱」が〔ha琴。〕のように発膏される），
愚鷺にはさまれる有声の破裂音および破擦音が強河市で無声化する傾晦のあること
（たとえば，「ぶどう」が〔burdo：〕のように発貴される），語頭以外の「り」と
　　　　　　　　　　　　　　　o　’　’　’’　　　”　’．
いう者節が白河市で特殊な硬口蓋の有声摩擦音で現れるこ≒（たとえば・丁鶏」が，e
〔niwatob’i〕のように発音される），さら1こ，t　l一ヒ」と「シ」とが混圃される傾向が
ある（たとえば，「ひも」が〔∫imo〕のように発音される）。　これらの特徴はすべ　．
て調査票に盛り込んだ。
　ところで，これらの方言的特徴は町の壷焼とか掲示などの文字習語にも反映して
いる。たとえば，「纂務所で恥える文書に」，「カギ」（くだもののカキ）のような例
　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　e
がかなり1二見受けられた。このような晶晶はできるだけ集めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽　さて，「地域社：会における方偏と共通語」とい5題のもとに．分析した第ヱの事がら
は，共通語を話すことをはばむ，または，共通語を話すことを進める交化朗条件は
何かとい5ことである。この問題をわれわれは「共通語を話す度合を決定する要閑
は何か」という形で捕えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt
　共通語を話す度合と糠う亀のは，それ脅身では，ばく然としてつかみどころのな
いもののように見える。そこで，共通語を話す度合を何によっ．’C－X一わすかという問、
題ぎ起る。
．われわれが計画を立てる際に．は，共通語を話す度合を表わす掘削≦塗¢塗≦L鑑L葛
護毒つの弦塗用意塗；鉱簑と導，適自画β講的欝懲燈2虻⊆共通語感応：墜蕪癒
数（これを点数で表わすことにレ槍嚢詣標≧す為こ蓋溢塑。これは，たとえば，、
糸の絵を見せて，「これは何ですか」と尋ね，それに対する答がCitojであるか〔壱to3、
であるかを観察した。この場合，前者，つまり，共逓語の形で答えれば1点を与え，。、
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　　’後帯，つま1〕，方雷の形で答えれば0点を与えるというようにして纏られる総点数
　　　　・を共通語を話す度合の指標とするのである。策2．0艶陽1凱∫匁迭艶麹1董2kと窟慧
　　　　嚢誕膨で習えた数である。これは，第1の場合と瑛がらの性質力曝なをしに調べ
　　　　：方が違っている。すなわち，この場合は，fこれこれのことばをお使い1こなります
　　　　か」とか「こういうとき｝こはなんとおっしゃい晒すか」のように質問している。第
　　　　’1の場合は，調べられる潜の附語行動を直接観察しているが，．鋸2の場合は，調べ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　．られる噺の傭織を記録している傾殉が曳ゐ。この二つのものの関係は，結果につい
ヤ　　　て見ても，二つを一つにまとめることができるほど積極的ではないと認められる。
　　　　　堪1・の二つの指標は客観白勺なもρであるが・これ謝して・ま難な才量塾鵬
翁　　　した。これに，調べちれる者が調査員との会講においてεの程度の共通語を佼うか
　　　　塾・うこと名＿急¢魍嚢期童力1ま観堕◎漿』墨璽盤翌蚤。この方法には昂
　　　　しても調査員の鯛へ的変動ヵミつきまとう。しかし，その変動はまったくでたらめな
　　　　ものではなく，凋定の斎段階の区別は調査員全体としてかなり明らかに見られる。
　　　　こういう点で主観的判定もある程度信頼できるようである。
　　　　　．以土の三つの指標はそれぞれ共通語を話す産合を表わす指標として用いることが．
　　　　響きる。われわれは実際にこの驚つの指標それぞれによって共通語を話す度合を表
　　　　わし，その慶合を決定する要圃を探し求めた。しかし，票塵凹凹機智う墨．．較
　　　　．も良い指糠嬬，四韻の：方言的特徴に：関する舞丁数である潭認められるので，細かい
　　　　分析はすべてこの指標によることにした。
　　　　　　　さて，まず，瀟麺附議野稗に関づ噛る総点数（これを「意韻の鱒」と雷うこ
　　　　とにする）によって表わされる共通語を話ず変合がいかなる要因をこ最も強く膨響さ
　　　　れているかということを考えてみた。そのためには統計学で欝弓「相判関係」の：考
　　　　えを使った。すなわち，良三門星のひなヵミ塑』丁丁魍愛遡ノ血璽墨監2圭
　　　　．鱈：寒イζ的条件ニー2ごつ葺亡華準にし竃虹く？塑㊧ク迦．「ズに黛け・それぞれ9グルー
．… @ズ罵城す澱韻の点数ρ平均点を比絞レぎ，．．その物干とのrl液眠熱．・引子鞠
　　　　義してもそうであ聖うと推測される1灘ミの籍豆｝差ゑζれ鷺．「梅意差調宰言う）ゴ（・1’pt）’
　　　　戯むその要因麟通語を話す度合磯鎌翫ている増えるρで昂。
　　　　　第1に，｝牛i河市民のひながた500入を男と女とに分けて，男のグループの帝韻の．
　　　　轟数（平均点）と女のグループのそれとを：比べると，その差は白雪市民と戦うもと
　　　　砂簗繍でもそうであろうと推測されるほどの藷しさではないと認められる。し．たが
　338
って，性三三塑i型孟蜘△三三腿1童象られなき》
以下，各要因について分祈すると次のようである。
　墾齢はやや鼠だ2要困k認められる。つまり，15歳から34歳ヰでの年齢禰と5ff
歳から60歳までの年齢層との聞に有意な差が認められ，また，全体を15－34級，
35－49歳，50一一一69歳という三つのグループ｝こ分けると，それらの醐に共通語を話
す慶合の変化がきれいに見られる。
　学歴はきわめて著しい要因と認められる。学歴の低いグループの点数が低く，学
歴の高いグループの点数が高いという傾肉ゐ：組織的（systematic）に見られる。’　　　tt’　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，襲’　職業について鵜一本ム¢磁活魚ご応≦2廻璽ξ見られるが，家ρ砿業に套込レな要
因とは認められない。本入の職業1こついては，給尉生活者とその他との聞に有意差
bS’見られる。特1こ，貝雇などの労務者と農昆との点数に低い。
　階厨については，それぞれの脳皆の聞に孝三差が認められないから鐙淫乱上記
巫建ヨ問題にならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　屠建醜域，すなわち現住所については，農藻地域が繭業地域および佐宅地域より
も共瀬語を話す度合が低いだろうという常識的な予想ば今度の調査でに証明されな
かった。居佳型越と㌔顕要翼夷劃琴翌強ぬ影饗豊艶えし俄上なy．）．と思わ江る。興味の
あるのは，白河霜の農業地域と附近の農村との聞に，共通語を話す獲合に二二な差
カミあることである。
　璽量璽出丸地はかなり強い要園と認められ蚤。京浜地方出身の父あるいは母を持
つグループの共通語を話す嘉島が最も高く，西白河郡出身の父あるいは録を持つグ
ループのそれが簸も低い。西白河郡出身の父あるいは母を持つグル・一tブと白灘市轟
身の父あるいは母を持つグループとの聞にも二二な差が見られる。
　どれは，父についても母についても同じように認められる傾向であるが，さて，
父と母との闘に，差がないかどうか。そこで，京浜地方出身の父を持つグループと面
じく京浜地：方繊身の母を持つグループとの問の差を見ると，その差は壱意とは認め　　．．
られないから，父の出身地と母の出身地とほ要因の強さに．ついて著しい差がないと
考えられる。
　しかし，三二覧童・生徒め言語について調べたところ，母の出身地のほうが父の
出身壇よljも強い影響を与えていることが明らかになった。すなわち，京浜地方か
ら白河市へ直接疎開して4～5年の聞白河市に．廣往している兜藪・ξヒ徒約5の0八に
　　　　　ついて，京浜地方のアクセントを保持しているか，白河地方のアクセント（いわゆ
　　　　　る「一型アクセント」）に変ってしまったかを，父が京浜地方礁身で母が白河宙出身
　　　　　のグループと，父が白河市畠身で母が京浜地方出身のグループとについて比較する
　　　　　と，前者のほうが後者よりもいっそう白河地方のアクセントに岡化していることが
　　　　　認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　　　　　　本人の生育地，すなわち董麺：形成期に憎げ盗趣も蛮居住池手根当強い要因と認め
　　　　　られた。京浜野方で生育したグループが共通語を話す度合が最も高く，西白河郡で
　　　　　生育したゲルーブが最も低く，その差ほきわめて著しい。また，京浜地：方で生育し
　　　　　たグループとそれ以外のグルーフ璽との問にも，白河市で生育したグループと西白河
ダ　　　　郡で生育したグループとの聞にも有意な差が認められる。
　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礎
　　　　　　爽に，生育地と雷語形成町以後の例幣状況とを組み合わせてみると，白河茄で生
　　　　　暫し，のち東北地：方（白河地：方を含む）に．10か年未満しか履佳していないグルー
’　　　　プと，同じく白河市で生育し，のち東北地方に10か年以上履住しているグルーープ
　　　　　との聞にほ有意な差が見られる。また，西白河郡で雷語形成期を過ごし，のち東北
　　　　　地方に10か年未満しか居住しないグループと，岡じく西白河郡で夢語形成期を過
　　　　　ごし，のち東北地：方に10か年以上居住しているグループとの間1こも有意な差が認、
　　　　　められる。したがって，言語形成期におげるおもな居佐地のほかに，言語形成期以
　　　　　鯉離状況も湘：込灌奥②τ：豊である潤めちれる・一
　　　　　　行き来，すなわち昭聯24年のうちに福島市あるいは宇都寓市より遠くへ行った
　　　　　ことがあるかど弓かについては，いろいろなグループの問に全体として著しい差ほ
　　　　　見られない。すなわち，行き来に平平≧互生あ特出強∫、な駐と認褻られ蚤。ただし
　　｝　　一度も福轟市あるいは宇都富市より遠くへ行ったごとのないグル・一一ブと京浜地方へ
　　　　　4慶以上行ったことのあるグルーープとの聞には聖意な差が見られる。
　　　　　＿新聞・町勢控西門等等今度の漏路では，一常識的に予想するほど強い要霞ξ母
「竜．
　　　　　見られないが，i籔聞を読むグルーーブと新聞を読まないグループとの間｝こも，ラジオ
　　　　　を聞くグル・・ブとラジオを聞かないグ7V　・一プとの聞にも，それぞれ膚意差を認める
　　　　　ことができる。さらに，薪聞も読みラジオも聞くグループおよび新闘は読んだり読
　　　　　まなかったりであるがラジオは聞くダルーブとs新聞を読まない（ラジオについで
　　　　　はどうであっ℃竜）グルt・・プとの聞にも腐意差が認められる。
　　　　　　歓会納態度についでほ，現淡に満足しているグループ，無関心なグル僻プおよび
　34e
現状に満足していないグノセーブの聞に有意な差を認めることができるから，鍾会的
態度という要因も一一菰の要因と考えられる。「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セセは　共通語に対する態度。意識についてはいろいろな面から分析してみたが，そのう　　　　、
ち注欝すべきことは次のとおりである。まず，標準語（共通語）と白河方言とが違う
と感じているグループと，違うと感じないグループとの間にも，いわゆる「共通語
意識」があるグループと，ないグループとの間にも有意な差が見られる。また，七　　　　　ttta
つの場面全部において共通語を使っていると言うグループと七つの場面のうち二？
以下（二つを含む）の場面においてしか共通語を使っていないと諭グ・レープとの、　藤
間にも腐意な差を認め為ことができる。つまり，白河方笥こ対する癖覚，共通語意一
三…揚面に：よ萢共通語と方言ζρ燦し｝倉抄，それぞれ鴬応ρ要困ζ認φ2≧れる。．
　　　　　　　　　　　　　　」　さて，以上のいくつかの要因は，あるいは強く，あるいは弱いこと漆剛らかにな
ったが，ここで，これらの要困のうちどれがいちばん影簸を与えているか，つまり，
いちばん著しい差をひき起しているのはどの要因かについて見ることにした。その
ために，要閣それぞれの最高値のグループと最低値のグループとの差を求め，その
差を要困ごとに比較してみた。その結果，著しい塾を示す要因は，生育。居往環境
の雪囲（父母の嵩身地，本入の生門口，生育地とその後の居住馳）と経歴的弓困
（学歴，職業）とである。つまり，墓遡引回誕泣二合に騨2≧墜勉ぼ友強Lh　　　俸
要因は野帰膿境9閉しと耀白腰鰹あると見られるわけ亀る。　　　　・
　次に，強い要國を箆つげるために，いくつかの要困を組み合わせて分顛したグル
ープを，音韻の点数の平均点と平均点からの散らばりを四三にして比較してみた1。
この結果，平均点数が高く，しかも平均点からの散らばりの小さい（すなわち，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まきの集属に属する個入三人が互にあまゆかけ離れた点を取っていない）グループに，
傍が京浜堪方禺身のグル・・プ，京浜地方で生育したグループ、．15歳から19歳まで
の女のグループ，高等專門学校卒業ないし中退のグループである。すなわち，いく　　　　が
つ塾の要困を組み合わせて分類したグルーズ嚢丁丁す為≧いう方法で雛ぎ豊毎鹸庶
要因1む母㊧出身地．生育地年1蟷，悦学歴．．でるる。．
　以上は穫L韻の点数と：交化野条件との関係を単純な相関の考え1こ基いて分析したの
であるが，考えてみると，ある一つの要臨にはほかの要因がからみあっているのが
普通である。たとえば，性という要閃には，学歴，職業などの要因がからみあって
いる。たとえば，女という性によって比較的低い学歴と無職，主婦という職業を予
?
｝欝 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆t1
窮することができる・そこで要睡もっと謡言こ騨唱す三・めに・｛也の姻を牢
「に，しておいて，．塞準となる要因のグループの平均点を比較することが必要で妥，る。
たとえば，高をi｝小学卒業のゲループだけを取り娼し，それを男と女とに分類して，
．高等小学卒業の男の平均点数と高等小学卒寿の弘めそれとを比較して，性という要
鵬がきいているかどうかを調べるわけである。これは偏梱関の考えを用いた分析で
　ある。　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　・
　　こうして分析した結果，偏韻関係数の高いの｛洩1性x年齢，生育地などである。
つまり，偏枳関の考えに基く分析によれば，姓×年齢，生育地　が強い要因と虚
夢られるわけである。
　　さらに，今度は，：．，1っ以上の要因＄一：lllの関係を調べて，共通語を話す痩合にどの
要因がより強く影響しているかを見てみた。たとえば，嫉，学歴，職業はそれぞれ
・どの羅麿に共通語を話す度合を決定するのにあずかって力があるかを見るわけであ
　る。これは重相関の考えを用いた分析である。
　　このように軍相隠の考之鰹塾・磁心面し些績果1共通語を話す痺倉に特にむ島1
ρて力ρあるρ甑難琴奮齢．．学事・新附・乏難の禾嚇度・園長地・斑の1瞬旭
なご（ρ要閃でお勉＿
　急呈・略種ρ棚騨訴訟碓恥緯食し：コ痴るe，．．共通出訴話合に麟
を面す要漉して橘轡年齢父母の瞬触生育地・学歴7賭面戸が港馴
される。
　　さて，婦絹鷹の考えも：霞絹関の考えも，ともに，いくつかの要悶から環象を推測
するという立場で用いられている。うまり，各面困が共通語を話す度合にどの門島
　あずかって力があるかということを知って，これこれの要語があれば，そのグルー
　プの共通語を話す度合はこの秘度であるということを，ある確率をもって言おうと
するのである。
　今脚漉きでミま・素謡懐即すハミ謡言っ矧な群議に予測すること1眠
きないようである（軍相関係数、0，69）。レ照し，．．共遡舞鷺話づ二慶合という寒恥沸段
勘：かな噸雑・樋少軸のでtb　l“こ馨・．一恥じめて噸瞭秘るこ比を考える
．と・．まず満星鮨≦i彗三巴と謡えるようで海浦。
　　ここ｝こ，推i測の鋼をあげよう055歳ないし69歳の女で，学歴iが全然なく，農i
業をやっており，父も母も西白河郡の出身で，本人もまた西内河郡で育ち，萩聞も
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読まずラジオを開くこともなく，どういう場面でも共通語を使っていることがない
と言う人があるとすれば，彼女の共通語を話す慶合はおそらく相当低い（27点溝点
で1L5点）と予測される。
　また，25歳ないし34歳の男で，大学を卒業した給料生活者で，父も母も京浜
勉方の肌身で，また二人も京浜地方で育ち，薪聞も諦み，f7ジオも闘き，ど5いう
場面でも共通語を話していると雷う入があるとすれば，彼の共通語を話す度含は灘
そらく最高（27点）と予測される。
なお，最後に，爽逓語を話す度合の詠・グループ（音韻Q点数の瀧点のグルー
　　　　　　　　　評
プ）がどのような要因分布を示すかを調べ，それを全体の要因分布と比較してみ
た。この分布に差があるならば，その二三が共通語を話す度合になんらかの影響を
及ぼしていると考えられるのである。
　こういう共心語を晶晶宣2趣盟．二z辺薯二陣板に趣≦諏ド農結馨・父◎
出身地し爆9出身地し三三塑廷襲＿照会三態麿な匿が麹富山二藍二二眠と一二．軌∫）．れ
表。．これ1凱、前に踏目関闘係の考え1；纂し∫分析した結果を別の面から補うであろ、
．5－eh
次に難山語いについて共通語の形で答えるか・方言の形で撒勧・というこ
と（これを「；交法の点数」と呼ぶことにする）を指標にして共通語を話す二合を表
わし，これと交化的条件との関係を，音韻の点数の場合と詞じように分析してみた。
　文法的語いに関する調査は，先にも述べたように，鷺諮行動を直：接観察するとい
うより．も知識を記録するという傾胸がある上に，われわれが罵意した11の女法的語
いが白河市：方碧全体の文法的語いをよく代表しているかどうかも保証し難いけれど
も，大づかみな見通しを鴛るという点で，これも一つの指標として分析してみた。
　その結果，各要1鴉によって分けられたグルーープの最商値と最低値との差を比較す
ると，経歴的要因と生育。居住環境の要因とが最屯著しい差をひき起していること
が明らかになった。したがって，音韻の点数の場合と同じように，三三記数螢揖
機ζ険叛した場禽も，遜歴的要墨ζ朱育土居佳環境≧が優勢で凝盗蓋認込蚤れ
至。
　さて，今度は，主観的判定を指腰として共通語を話す慶合を表わし，これと丈化
的条件（要因）との麗係を調べてみた。この分析には，比較の都合もあって，「八丈
島の蕎語調査」（圏立国語硫究所報告1．195e）でX－iいた方法にしたがs　koすな
?「
?
?
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わち，沓要閃によって分けられたグループを，主観的判定の五つの段階に属する人一
．数の二合を一鹿1こ示すような級表によって表わし，この図表鷺互に比較した。主観
的糠避の玉つの段階とは，1．冒しい共遜語2．共通語だがどことなく違う（えせ共
涌語）魂。共通語がまざる（まざり）4。共通語を話さない（方雷）5．共通語がttじな、
い　である◎
　ここで，特に1十2の段階の割合を塞準に，昏要1強によって分けられたグル～ヅ
の最高楠と最低植との叢を比較すると，生育地，攣歴，場面による共通語と方言と
の使い分け，母の嵩身地，父のlll身地　などが著しい差を見せている。つまり，主観
醐…碇を指雛ζして分：板レ参結果は・象育地墨誕歴，場面によ；菱共通譜ζ挿議9
建k｝劔ち＿盆母の1・｝窪地次ど力三強い要因蓋認鐙られた。この拠墨一竜韻ρ点数㌧
忍法0点数¢≧揚合に響鳶結果とだいたいr致す透◎
」ヌ上のよ．．ワに，置つの指標のいずれによ？二も一一共通語豪話す度金鷺手簿する豊
興とレて浦損される＄のはほぼ一r　rvxする。すなわち，．嚢鵬、室八9婁轡臥父母9
．愚鍵地が最．も蜘油壷盆翅みれ．る。、
　では，われわれが予定した要困のほかに，古語能力という亀のも共通語を話す慶
　由
合を決定する一つの強い要田と考えられないであろうか。冒語能力のすぐれた人は
共々語を話すことも達者ではないかと考えられる。
　　　　　　　　　　ロ　ここでは，言語能力をまず四つの鷲語一「六三制」，「アルバイト」，r鉄のカー
テン、！「コンタ　’一ル」，一一一の理解変によって表わすこととし，これと音韻の点数と
Q相関麗係を見ると，その関係はそれほど欝接ではない（係数0・4）。したがって・
新語の理解度は共遜語を話す度合を淡雲する強い要困とは認められない。ただし，
．この鰯つの績謝ごけではこのようなことを測るにはふじゅうぶんなのかもしれな
い。
　次に，言語能力を聞き・書き・読む能力の程度に．よって表わし，これと黄韻の点
数との網闘関係を見ると，やはり積極的な関係は見られない（6種の能力のうち5
種までが係数0．4のあたll）。しかし，この場合の被調査者1ま，約500入のひながk
からさらに100人を選び品し，そのうちで案際に調査することができた約60人で
ある。被調査票がもっと多ければ，も5少しはっきりした結果が響られたかも知れ
ない。．
　以上により，今度行った調査に蘭する限りでは，言語態ヵ礁共輝語豊議：棄摩食導
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　鹸爆多饗する劉量≧億認められない。
　　　さて，次に，新語の理解度と文化的条件との関係を調べて，どの条件が薪語の理
　解膝を決定する要困として強し．・かを明らかにして，共通語を話す度合を決定する要
　㌦閃と比較してみた。その結果，「六三側，アルバイト，鉄のカーテン，コンクール」
　の四つの新語について1ま，学歴，職業が臼だってきいており，「カメラ，パヅテリー，
　　スタイル。ブック」については，どの要囲も相当の控をひき起しているが，特に，
　　学鰹i，年齢が目だち，さらに，「DDT，　PTA，　インフレ」に，ついては，学歴がや
　や目だつ要因として注目される。すなわち，i翫語の理解度にいちばんきいている要
　残は，学歴，年齢，職業であると認められる。先に，音韻の点数を指標として分析
　　した結果，共通語を話す度合を決定ずる要因として特に注卜iされた　学鷹，．本人の
　　生育地，父愚の昂身地　という要因と比較して考えてみるべきである。二つの場含
　　を通じて学罎が強い要因であるが，新語の理解慶の場合には，本八の生育地，父母
　　のlll旧地というような生麿・居｛二t三環境の要因が特別にはさいていないことが淫意さ
　　れる。
　　．われわれが共逓語を話す度合を表わすおもな指標として使ったのは膏韻の点数で
　　ある。ところで，この点数がいったい共通語を話す慶合の愛幽な（valid）指標であ
　　るかどうかを開らかにしておかなければならない。そのために，われわれは特定の
　　個人について…擬じゅうつききりで，その雷語および言語生活をいっさい記録する
　　という調査（これをF24時聞調査」と呼ぶことにする）を試み，　p・・一・　raじゅうの貿語
　　生活における共通語を話す度合と膏韻の点数とを比較してみた。その結果，菅韻の
　　点数（満点27点）で21点ないし24点を敵る者は・一一・・IIの雷語生活においてほとん
　　ど共通語ばかりを使っており、（77％ないし90ア6），詞じく16点を回る者は一鍵の言
　　語生活においてほとんどi共通語を便っていない（20％）ということが言えるようで
　　ある。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
　　　これによって，．われわれが指標に使．っ塵竜麹ρ）点三唱し．1ケ数塗1鑓三弦叔と滋∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　ビる事がら，つま．夢共通語鷺話す度合と㌧当．．ものに対して要盗な舅印であるζと餌
　　保証されたと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　さらに，アクセントの一定の型の区鯛を保持するかどうかということがどういう
難
　　要因によっ．て決定されるかということを調べて，…般に粟趨語を話す度合を決定す
　　る下阪を見つげるた：めの一つの資料とした。
ボ
、?
?
∴ヂ
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　白澗市1まアタセソトのない，すなわち，アクセントの型の区溺をしない勉域であ
る◎ところが，そういう馳域にもアクセントを区別する蕾がいる。それはどうい5
…轡か。つまり，そういう本にアクセントの型を区刷させている要区1はなにかとい5
ことを調べたのである。
　そこで，要因として，父母の娼身地，本人の生育地，本人の全膚強経歴の三つを．
考え，それぞれに．ついて，本入．のアクセントのある・なしとの絹関関係を見ると，
どの要因も同じ程度の強い影響力をもっていることが明らかになった。さらに，特
殊なグループ，すなわち，父母ともアクセントのない地域の嵩身であるにかカミわら
ず本入がアクセントを区麗しているグループ，アクセントのない地域に生育したに司
かかわらずアクセントを区別しているグループ，今までほとんどアクセントのない
地域にばかり唐佐しながらアクセントを区燗しているグループ　について調べると置
’7入のうち2入を除いて，上の三つの三三のうち一つの要困で三朔されない者は他
の二二つの要鍍で説明される。つまり，これらの要因は影響力のある要因と認められ
る。
　次に，土と対照的なグループ（たとえばゴ父母ともアクセントのある地域の描身
．であるにかかわらず本入がアクセントを区溺しないグループなど）1二ついて見て
も，9入のうち3入を除いて，一つの要困で説明されない者は態の二v．）の要困で説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の明される。すなわち，これらの要園がきいていると認められるのである。つまり，．
黒之鴫ゼ．トp型g嘩別を保持する強い要困は，父母ρ出身地，本ムg隼育地回本ム
の歪居住回歴であると見られる。
　以上の種種の分析はすべて白河市について行ったものであるが，同じような分析
を金出紺，五箇日’に施してみると，共通語を話す度合は，いつも宙と村との聞に著．
しい差を見せている。これは，甫に住んでいるということが共通語を話す度合を高．
める一つの要囲になっていることを意昧する。さらに，これを分析してみると，
二二璽壌建奮塗塑鍾で鉦盗迦鶴よ．つて共遜譲瞳謡す度合に塾なり．Q差が現れるζi・
露が簸樋烹に毒っ匁。すなわち，白河市で育ち，白河市から一慶もよそへH｛たこと
のない者と，今は白河市に住んでいるが，育ったのは白河市の附近の耐である潔と
を圭ヒ較すると，前麿のほうが共遜語を話す度合が高いと認められる。また，白河市
に育ち，のち他の土地に佳み，現在また白河毒に佳んでいる者と，金山村あるいは、．
皿癒粒に育ち，のち他の土地に．繧み，理在また金出村あるいは五鑑村に住んでいる。
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者とを比較しても明らかに前著のk　5’が共通語を話す魔勧縞いと認めら鵡。
M
　以．1・・納戸書証ぬ鰻逝髭よって，共通語を話玄壌合を決定する要因とし守霊｝：ラi
惑れるのは，
　　1．学　　歴
　　茎乙一掌骨ρ嵩身他
　　§こ妻人¢～生直：地
無あると薦めうれ蚤。
　それでは，これらの要因に，しかも，これらの要困だけに社会政策を施すことに
よって共通語を話す度合を高めることができるであろうか。われわれの分析では，
上の三つの要因を含めた10以．ヒの要因1こよっても共通語を話す度倉を決定しきれ
ないことがわかっている。さらに，たとえば学歴というものが単なる学校の稚度と
いうものではないことを注意しなければならない。学歴の高い春は新聞を読み，ラ
ジオを巨憂いており，京浜地方へ行き来することが多く，職業としても絵料生活者が
多脳。つまり，学歴が新聞のラジオの利騰度，行き来（旅行），職業などと密搬な
関係にあることを知るのである。　　　　　　　’
　こう考えると，共通語を話す度合を高めるのには，学歴を商めること，父母の病
身地，本入の生育地それぞれの地域祉会全体の共1錘語を話す度合を高めることとと
もに，ラジオを普及し，京浜触方と行き来する機会を多くすることなども必要な願
下iと考えられる。
　　さらに，市と対との聞に違いのあること，岡じ機災でも市に住んでいる者と村に
屈んでいる者との間に違いがあることなどを考え謡わせると，共解語を話す度合を
珍鐘堰因は一つ一つの要因でtXtsく熱・≦2恥璽要鶴が壷軌集ま2鑑も璽で1事
魁愛き避塾ゑ墨i墜も三璽よ遡1繁｝訟ればか妙強力にみこると駅・れ畑
　．さて，こういう要因の東は地域社会その亀のの社会酌要求を形成していると考え
　られる。ある地域祇会では方雷を使っていていっこ弓に肩身の狭い思いをしない◎
むしろ，方書を使わないと，仙の成員と正常な社会的関係を結ぶことができないヒ
　とさえある。また，ある地域祇会ではどうしても共通語を話さずにほいられな、・と
い））ごとがある。地域社会の加法的要求が強いのである。
　　このように考えてくると，．共通語堂話す塵合を決定する要因ほ，けっきatく，共
轟融話さ豊至ようにする地越量会その亀のの？k会纏要丞蝕嚢鐙晦≧糞のに丞
，s“”
．E．
?
、無
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めなけれぽならないということになる。
　したがって，貞淑遇璽共通誕鷺鑑度合1敦・白魍堕が越鳥から近旧記込三
二レ，地方酌な窮9⊆aD．一二工蒙力逢量蔭堕逸膜鯉¢～｝…発展すゑ～一す越：？［ち2空曇
豊山接な連携璽も．露廷発展文るなら三山冥～ずから高山るであうig
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　以上によって，「地域社会における方言と共通語」という題のもとに分析した第
1の単がらについて一応の綾論を得たわけであるが，ついで，第2の購がら，共過
　　　　　　　　り語がどういう面で話されにくいかということについて述べることにする。われわれ
は，これを「共通語を話す慶合の高まる過程と共通語を話すようになる過程」　．と
いう形で捕えた。
　まヂ，共通語を話す度合の高まるのはどのような場面からかという問題である。
無庭，近所の人，在の入（白河市で）あるいは白郭⑫人（五三寸，金肉村で）》三二
仲闘，買いつけの店，郵便局や役場，矩らない入や旅行養など　という場面におい
て三瀬語を使うか方雪を使うかについて質問した結果を分析すると，知らない人や
旅行者などの場繭および郵便局や役場の場面でほ，金体の場禰を通じて方言を使う
ことの多い者でもやはり共逼語を使っているが，三二の場面では，全体の場面を通
じてフゴ言を使うことρ少ない齎でも：方書を使？ていることが明らかである。ζれは，
つま転兆通三二す度食¢～」蜜達盗φは，．知ら無泳や籏行者な蓋4遡麺か豊燈霊
．鮎＿家雛ρ掲酸最も運2捌口．とし・うことを意昧すると考えられる。また，・一一方，知
らない入や籔行巻などの場面およひご郵便局や役場の場面では家庭の場面に比べて共
通語を話す要求が強いということを示していると考えることかできる。
　以上のことを調べるのには，「しかじかの場顧で標準語（共通語）を使いますか，
方言を便いますか」のように質問して，それに対してどのように反回したかについ
て分折したものである。ところで，こ（ρ反省（答）が実際の言語行動をどのくらい
反映しているかということが問題になる。つまり，たとえば，知らない人や族行醤
などの場画で共通語を使いますと言いながら，婁際1こは岡じ場顧で方宵樋更ってい
塵ることがないかどうか。また，その逆の場合があるかどうかである。
　われわれはこれを知るために，繭接の最後に，「○○さんのお宅はどちらでしょ
うか」とか「駆へ行くにはどう行ったらいいでしょうか」とか聞いて，被調査者に
とって知らない入や演行者である調査員に対して，どういうことばで答えるかを調
べた。い蜜，反省の結果と観察の結果とが矛盾するグループについて，：文化酌条件
　3護8
ごとに両蕾の関係を調べてみると，それはかなり複雑であって，細かく見るといろ
いろな問題があるが，まず一一・ms1の関係があると認められる。とい5ことは，先に述
べた矯語を門門の肥る過齢鶏の雷諦動こつい篤＿弄溜めら泌と　　S，1，
いうことであそ｝o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝、
次に三門を話叢合の購のは・の娩集団からか・・欄題・緊。　憶
いま，共涌語を話す慶合を決定する要因として注目される　学歴，父母の繊身地，
本人の生育地の三つをいろいろに組み合わぜたグループを作って，音韻の平均点数
と平均点からの散らばりとの関係において比較すると，共逸語塗回す度合の壷まる　　　　　／…
のはし唾）ゆ互「ズ㌘ズ「弁」（ζこで1回目とエとを混圃煽量童ににさまれる無
声破裂趨量よ勢三管膏P有刺賛｛2璽豊訟．ど㊧翼えしる地球≧旗門レた）でなkこ地球で　　　t．
隼童セ癒グルーフ1からであって，．これ1…塊罷：ζ酉自下郡（こオtは「ズニ〆7弁」ρ
地域導塵塗ゑ墨責蕊客グ：～ヒニ2：鑑塗な無爵え盛と見なされる。
　さて，次に問題となるのは，共通語を話すように．なるのはどのような言語樽造酌　　　　　惣
特徴からかということであるbすなわち，オ）れわれが調べた留韻に関する五つの特
徽の弓ち，どの丁丁が最も共通語になってお0，どの特徽が最も共通語になってい
．ないかということでまi）る。
　これを調べるのには，音画の総点数と各特急の点数（一つの特徴を調べるのに
二丁の刺激語を崩意した）との構造駒麗係を明らかにすれば旧い。われわれの調べ
た結渠では，次のように言うことができる。爽通語を話すようになるのには，雷語
構造的に，まず，無声化の現象がなくなり，ヒとシとの混同が消え，ついで，特殊
な有声鷹擦膏が失われ，続いて四声化の現象が跡をたち，それがほとんど全部溝え　　　　嫁
たところで，イとエとの混同がなくなってくる。つまり，無塞化，＿三豊叢≧璽三
三ま畢く二三語づ移2てしこくがしゴとチと9…混隊撮も旧きな抵抗にな可ζ琉る斗
とがわかるのである。
　最後に，新語璽普及騰を塞準｝こ，＿共通語が話されるようになる過稚ρマ面を明室
かにしよ5．豊試i至起。すなわち・．六嘉鋼，．アルバイト，鉄のカ7テンコンクール7、・
の4語礁？坐て調べた結果は，．一コヒクールが最もよ、≦．普及一レ．て聾り（73『の，鉄の　　　　　、
ヵプゆ漿．鎖丞ヒ：ζレ・ない一．（33％）。職こコンター・レの普及幽ま驚くべきほど
で，他の譜こついてほ全体の4％ないし18％の春しか理解していない，工員など　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　婚
の蛍務看が，コソクー・ルについては59％の者が理解してV｝る。おそらく，このこと　　　　tt
?
墨髭
????????
??
鰯恕
即
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ばは，まずラジオ（「のど自慢」など）がらこの土地の若い禰へはいったのであろ
う。その後，実際にコンクールがたびたび開かれて，これほど普及したものと二三
零れる。
　さて，以上「地域社会における：方書と共通語！という題目のもとに．述べたことに
ついて反町するならば，童五今度璽堕iでに心理的な画塑華力塗けてし重♀．（ざ
いわい，岡じ隅的の調査を昭聯25年鶴岡市で行った際をこはそういう：方面に関する
ものとして，プロジェクティブ・メソッF“の一つであるロールシャッハ。テス．トお
よび暗示性テストを笑施することができた。）次に，今後の調査で犬切なことは，
蓋狂・門門面で共遜譲ヒ拠1・．まうL黛骨面でに使わ娯塗塾上k≧三三L趨
嚢すう皇三二g．さらに，最も必要なことは，調査員個人の聞の変動をなるべぐ
小さくすることである。このためにほ，少数のすぐれたエキスパートが互に調整し
ながら調査に．≡当るようにしなければならない。
　なお，共通語を話す疫合を決定する要困については，八丈島の調査（穴丈騰の鷺
語調査」国立国語研究所報告1．1950）がある意味の試み調査（pre－test）となつ．
で，今慶の調査でやや明らかにな？たかと思われるカ㍉共通語を話す度合の窩くな
る過程と共通語を話すようになる過程とについてほ，なお今後の調査に．期待すべき
であるe．
　囁こめ報丁丁の第2の課題は，ある假入が1Hのうちに，どういうことばを，どの
くらい，どのように使？ているかということであって，これによって，三二生活に
麗する諸問題のありかを関らかにしょうとした。
蕊2旧套玉i墜三二調査）は，＿朱韮遊≦左さ5塔乙聾建㊧㈱入を＝旦じ．拠う．？きき：
っ蕊髪の言語お奥び三三生活いっさいを記干するという方法で行麦？れ恋。．われわれ
が調査し，また分析の対象にすることのでぎたのは，白河市に住む農民，商家の主
錨，芙容平虫の3人である。
　まず，一Hにどのくらい話すかと習5と，話題を単位にすると，3入とも約700
話題璽あり，：交を巣｛戴こするとだいたい易6GO～3～000：交であり．～．、：文節（したがっ
若朽語）即位｝こするζ，8，500～19zOOO七二三子ぬ二階立麹麺脚9＝
迦99語）である。これらは一日の延べの数であるが，一Hの轟趨肥立語）の数を
見ると，農1昆2，324，商家の主婦2，138　となっている。このことはi美容院主につ
　350
いては集計しなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確　一Hの生活でどんなことばをよく使うか。使用度数の高い語ほ，農民，商家の虫
婦を通じて，具体的・実質的な意味を持つ名詞ではなくて，「あれ，これ，それ；こ
の；そお」のような指示的なことば，「はい；ありがとうコのような返事やあいさ
つのことば，さら｝こ，「ある，ございます，～ない〔補助用言〕，いい」などの蒸本
的な用言などである。　　　　　　　　　　　“
　いま，使用度数が50以上の語1こついて農民と商家の主婦とを比較すると，どち
らかが50．回以上使っているにもかかわらず，一方が10圓も使わない語がある。
これらは，よく調べてみると，職業上必要であるため，あるいは方言か共通語かの
違いのため，または男女の別によって信望されるためであると説明することができ
る。
　一日のうち1こどのくらい読み書きするか。3入とも，読み・書きに費す時々はき
わめて少なく，せいぜい10分を越えない程度と認められる。
この記録を材料にして話しこ≧ばの文の長さを分析してみると，3入とも3ない
し4文節が平均である。新聞田舞の18．8文節，放送用語の12ないし20文簾と比
鮫しでかなの短いことが朗らかである。
　今度の調査で得た結果は，次回の問じような調査によっていっそう確かなものに．
することができる。また，詞じ白河市で数年後ふたたび調査するならば，言語変化
に関する興味ある結果を徳ることができよう。 喚　．
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